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高温（894 K / 1074 K / 1379 K）で高照射量（はじき出し損傷量 0.39~074 dpa）の中性子を照射したタングステ

ン試料に、重水素プラズマを曝露し、その重水素吸蔵特性を調べた。その結果、重水素吸蔵量は、894 K照射

試料で最も大きく、1074 K照射試料でほぼ半減し、1379 K照射試料は 1074 K照射試料と同程度だった。 
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1. 緒言 

プラズマ対向壁であるタングステン（W）は、核融合炉運転中に中性子の照射を受ける。これまでに、日米

科学技術協力事業（TITAN, PHENIX, FRONTIER）において、中性子照射によるW中の水素同位体吸蔵量の

増加が報告されている[1,2]。本研究では、ITERダイバータ環境を想定して、1000 K以上の高い温度、かつ高

い照射量で中性子照射を行い、W中の水素同位体吸蔵特性に与える影響を調べた。 

 

2. 実験方法 

本研究では、オークリッジ国立研究所の高中性子束同位体生産炉 HFIRにおいて、熱中性子遮蔽環境下で、

はじき出し損傷量 0.39~0.74 dpa、試料温度 894 K / 1074 K / 1379 Kで、W試料に中性子照射を行った。中性子

照射後、アイダホ国立研究所のトリチウムプラズマ曝露装置（TPE）にて、試料温度 873 K で、重水素（D）

プラズマ曝露を行った。その後、昇温脱離分析（TDS）により、D昇温脱離特性及び D吸蔵量を測定した。 

 

3. 実験結果 

図 1 に、TDS で測定した、各試料からの D2の昇温脱離ス

ペクトルを示す。全ての試料において、D2は~850 Kから脱離

し始め、~1000 K にピークが観測された。これらスペクトル

から算出される D 吸蔵量は、894 K照射試料が最も大きく、

1074 K照射試料で半分程度に減少し、さらに高温である 1379 

K照射試料は 1074 K照射試料と同程度であった。 
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図 1  各試料からのD2昇温脱離スペクトル 
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